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①プログラムの自己点検・評価を行う体制（委員会・組織等）
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②自己点検・評価体制における意見等

学内からの視点

学生アンケート等を通じた
学生の内容の理解度

授業改善アンケート（回答者数45名：回答率約83.3%）による「統計・情報（データサイエンス入門）」の理解度に関する
項目は以下の通りである。
・「意欲的に取り組んでいるか」に対して「意欲的、ある程度意欲的」が約91.1％
・「到達目標に向けて力がついているか」に対して「力がついている、ある程度ついている」が約86.7％
・「総合的に、授業が自分に意義あるものか」に対して「意義ある、ある程度ある」が約88.9％
以上の事から、多くの学生が当プログラムに意欲的に取り組んでいると言えるが、より効果的な学習内容となるよう、
アンケート結果を踏まえて引き続き当プログラムの改善を進める予定である。

学生アンケート等を通じた
後輩等他の学生への推奨
度

現時点では、授業改善アンケートには後輩等他者への推奨度を測る項目を設けていないが、今後授業改善アンケー
トを本用途に利用することについては、検討を行う予定である。

全学的な履修者数、履修
率向上に向けた計画の達
成・進捗状況

令和５年度より、修了要件科目を特別科目群（選択科目）から教養科目群（選択科目）へと変更したことで、学生が受
講しやすいプログラム構成となったことに加え、履修ガイダンス時に学生に対して積極的に告知を継続したことで、前
年度（令和５年度）と比較し、履修者数が1.3倍となったことから、引き続き履修ガイダンス時の周知を継続する予定で
ある。

学修成果

令和6年度の「データサイエンス入門）」の成績評価の平均点は82.4点（100点満点）であった。また履修者に対する修
了者数は約89%であることから、履修者へは適切な指導が行われていると言える。
令和7年度以降については、成績や授業改善アンケートなどにより受講者の学修成果を把握を継続的に分析し、当プ
ログラムの学修成果をより充実させる予定である。

自己点検・評価について

自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

プログラムの履修・修得状
況

令和6年度の履修者は219名、修了者は195名（89%）であった。未修了者の大半は定期試験等における成績不良が原
因ではなく、授業回数の早い段階で授業への参加をしなくなった学生であり、継続して学習をおこなった学生は修了し
ている。
このことから、令和7年度以降は特に学生が継続して学修を行えるよう、授業内容の見直しや授業外での学習支援を
より一層充実させる予定である。

教務委員会
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自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

学外からの視点

内容・水準を維持・向上しつ
つ、より「分かりやすい」授業
とすること

毎回の授業における学生の反応や質問、課題の達成度により、前回の課題の解説に反映させることにより、わかりや
すい授業内容となるよう工夫している。毎回の授業で実施する提出(確認テスト/共同調査課題/演習課題のいずれか
一つ、および作文課題)により、受講生の学修成果を確認し、個別にフィードバックを行なうことで理解の定着を図って
いる。
また、授業資料はすべてTALES（e-ラーニングシステム）で確認可能にしており、学生は復習等でこれらを活用するこ
とができ、加えてTALES上からいつでも担当教員に質問することが可能にしており、学生の理解を促進する仕組みを
整えている。

教育プログラム修了者の
進路、活躍状況、企業等
の評価

本教育プログラムを修了した卒業生はまだいないが、本学が行っている企業向けアンケートにより、プログラム修了者
の卒業後の状況や就職先企業・団体からの評価を把握する計画である。

産業界からの視点を含め
た教育プログラム内容・手
法等への意見

本学が例年実施している企業向けアンケートにおいて、本プログラムの内容や教育水準、教育手法について意見を求
める設問を設けている。企業からはプログラムへの賛同的意見がほとんどであり、文系学部であってもデータサイエン
ス分野の知識が必要とされていることがわかる。これら企業等からの意見は、データサイエンス推進委員会へと報告
し、プログラム内容等の改善に向けて活用している。

数理・データサイエンス・ＡＩを
「学ぶ楽しさ」「学ぶことの意
義」を理解させること

授業内容に可能な限り実社会における応用例を示すよう工夫しており、学生は社会に出たときに当プログラムをデー
タサイエンスの基礎として修得していることから、それらを用いて自身の業務等へすぐに応用できるようなカリキュラム
としている。
また、数理・データサイエンス・AIの応用事例は多岐に渡るが、身近な応用事例を知ることは「学ぶ楽しさ」に繋がり、ビ
ジネス社会での事例は「学ぶことの意義」の理解につながると考え、それらを含む形でプログラム内容を適宜見直すこ
ととしている。


